
1 
 

                             2001-FT-J-Tokyo-Tech-EEIC-Engrg 
深尾 正 「無効電力補償装置と超高速回転機・ベアリングレスモータの先駆的研究」 
FUKAO Tadashi   “The Pioneering Research on Reactive Power Compensators, High Speed  
                     Electric Machines and Bearingless Motors” 
 
1. 略歴 
 1940.5 静岡県静岡市で誕生 
 1964.3 東京工業大学理工学部電気工学科卒業 

1969.3 同大学院博士課程修了、工学博士 
1969.9 東京工業大学工学部助手、1977.3 同助教授、1986.6 同教授 

 2000.3 東京工業大学定年退官 名誉教授 
2000.4 武蔵工業大学工学部機械システム工学科教授、 2006.3 退職 

２．要約 
 パワーエレクトロニクス技術の黎明期に、パワーエレクトロニクス応用機器が普及した折に問題にな

ると思われる無効電力・高調波に着目してこれらの問題を解決した交直変換装置・無効電力補償装置・

電力用フィルタを提案し、また、超高速回転機並びにベアリングレスモータを提案して回転機の適用

領域の拡大に貢献した。 
３．研究 
 主要な研究テーマと主な発表論文・成果は以下の通りである。 
 ３.１ SCR 電力増幅器（1）および交直変換装置、 

二方向性を持った交直変換装置（2）、力率と波形を考慮した交直変換装置（３）、（４）、 
 ３.２ アクティブフィルタ、無効電力・三相不平衡補償装置 

スイッチングフィルタ(5)、無効電力補償装置（6）、（7）、三相不平衡補償装置（8）、（9）、 
文献（6）は 1987.5 に電気学会電気学術振興賞論文賞を受賞した。 

これらの研究は発表当初は実現は困難と指摘されたが、スイッチング性能の優れたパワー半導体デバ

イスの出現によって、1980 年代-90 年代にかけてすべて実用化できるようになり、新幹線用の交直変

換装置にも用いられている。 
３.３ サイクロコンバータ 
      高調波解析（10）、（11）、マイクロコンピュータ直接制御(12),、高周波サイクロコンバータ(13)-(15)、 
      文献(13)-(15)の高周波サイクロコンバータで以下の特許を取得した。 
    平 2-16663 （JPB 1990-16663） 他励インバータ装置  

 ３.４ 超高速リラクタンス機・ベアリングレスモータ 
超高速リラクタンス発電機(16)-(23), 

       1985 年の IEEE Industry Application Society Annual Meeting で Super High-Speed  
Reluctance Generator(16)について発表したところ、Dr. Thomas A. Lipo (Univ. of Wisconsin 
–Madison) が強い関心を示し、Annual Meeting での Tutorial Course の講師を依頼され、1992
年(21)および 1994 年(22)に講義を行った。 

       ベアリングレスモータ(24)-(30) 
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1987 年、当時博士課程 3 年次学生の千葉明君が、モータ自体にトルクと軸受け機能を持たせた

全く新しい回転機の基本原理を見出し、これを“ベアリングレスリラクタンスモータ”と命名

した（24）-(26)。この原理を他の形式の回転機に拡張して各種のベアリングレスモータ、永久磁石

形(27)、ホモポーラ形(29)、スイッチトリラクタンス形(30)他を提案した。 
       これらの内、電気学会論文誌掲載論文の（28）は 1998 年 5 月に、また（30）は 2005 年 5 月に

電気学会学術振興賞論文賞を受賞した。学会誌論文に加えて、4 件の国際特許を含む 35 件の特

許を取得した。日本国特許の 3 件のみを以下に示す。 
    ・特許 2670986 電磁回転機械 (1997.7.11) 

         ・ 特許 2835522  半径方向回転体位置制御巻線付き電磁回転機械及び半径方向回転体位置御装

置 (1998.10.9) 
・特許 3524303 半径方向回転体位置制御装置（2004.2.20） 

   ベアリングレス回転機の回転子は磁気的に完全に非接触で支持される。そこで、機械的軸受とそ

の潤滑剤が不要になり、軸受や潤滑剤の交換が不要、潤滑剤による環境の汚染がなくなるために、

１．高速・大容量回転機駆動用、２．メンテナンスが困難な宇宙空間、高温・極低温・放射線や有

毒物質のある環境で使用される機器の駆動用、３．高度の清浄度が要求される半導体製造装置・医

薬品・食品製造装置用機器駆動用に開発・実用化が活発に進んでいる。既に、冷房機に用いられる

コンプレッサ駆動用の出力 60kW ,回転速度 37,000r/min （現時点で世界最大容量）のベアリング

レスモータがわが国で開発されている(31)。 
これらの活動に対して IEEE から以下の認証・賞を受けた。 

1．IEEE Fellow  “ For developments of synchronous reluctance motors and generators in super- 
       high speed applications” 1994.1 
  2.  IEEE Industry Applications Society Distinguished Lecturer “Advanced Power Electronics 

in Japan, High-Speed Motor Drives and the Development of Bearingless Motors”  
2001.10 

  3.  IEEE William E. Newell Power Electronics Award “For contributions to the development of 
cycloconverters and bearingless drives”  2009.9 

４．教育活動 
1969-1977 新強電実験室の移設と整備ならびに電気工学学生実験の改革を行った(33)。 

５．電気学会活動  
1994.5-1995.5 産業応用部門 部門長 
1996.5-1997.5 東京支部長 
1997.5-1998.5 編修理事 
1998.5-1999.5 副会長 
2002.5-2003.5 会長代理 
2003.5-2004.5 会長 
2015.1 深尾のオーラルヒストリーが電気学会誌に掲載された(34)。 

６．主な著書 
  パワーエレクトロニクス演習(単著) (昭晃堂) 1984 
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  Magnetic Bearings and Bearingless Drives(分担)  (Elsevier)  2005 
  最新電気機器入門(監修) (実教出版) 2007  

電気機器・パワーエレクトロニクス通論(単著) (電気学会)  2012 
７．特記事項 

4 名の IEEE Field Awards 受賞者（赤木泰文東京工業大学名誉教授－2018 IEEE Medal in Power 
Engineering, 2008 IEEE Richard H. Kaufmann Award 他多数受賞, 千葉明東京工業大学教授－

2020 IEEE Nikola Tesla Award 受賞, 松瀬貢規明治大学名誉教授［1975 年度宮入研究室研究生、

第 96 代電気学会会長, 参考文献(8)の共著者］－2020 IEEE Richard H. Kaufmann Award 受賞、

Prof.Feng Zheng Peng, Florida State University, [1992.4-1994.3 深尾研究室助手、参考文献（32）
の共著者]－2022 IEEE William E. Newell Power Electronics Award 受賞）をはじめ極めて有能な

学生諸君、共同研究者と仕事ができたことは大変に幸運であった。 
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